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国際規模の学会
1 ＊Ando T, Yamaguchi T, Kohama N, Sakamoto M, Giovannetti T & Harada T: Motion Primitive Seg-
mentation Based on Cognitive Model in VR-IADL. HCI International 2021 (virtual conference). 2021,
7, 24-29. HCI International 2021 - Late Breaking Papers: Multimodality, eXtended Reality, and Artifi-
cial Intelligence, 209-218.

2 Sakamoto Maiko: Dementia Evaluation and Rehabilitation in Japan: A Neuropsychology Perspective.
AOCNR 2021 (virtual format). 2021, 8, 6-8. Proceeding.

国内全国規模の学会
1 小田康友：医学教育におけるこれからの対面授業のあり方を考える－コロナ禍における様々な学び

を経験して－これからの臨床医学教育のあり方への示唆（オンデマンドビデオシンポジウム）．第
53回日本医学教育学会大会（完全オンライン開催）．2021，7，29（プレカンファレス），7，30‐
31（ライブ配信セッション），2021，8，1（ポストカンファレンス），2021，7，30‐8，31（オ
ンデマンド配信）．医学教育，52，Suppl.，P71．

2 ＊山口武彦，安藤泰生，小山璃久，小濱徳人，中村美由希，坂本麻衣子，Giovanneti Tania：VRを
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用いた軽度認知障害（MCI）の早期発見技術．第62回日本心身医学会総会ならびに学術講演会（ハ
イブリッド開催）．2021，7，10‐11（現地開催），2021，8，2‐31（オンデマンド配信）．第62回
日本心身医学会総会ならびに学術講演会 プログラム，72．

3 坂本麻衣子，小山璃久，Giovannetti Tania，山口武彦：HIV感染に伴う認知機能障害（HAND）
早期診断の為のタブレット版スクリーニング検査の開発．第62回日本心身医学会総会ならびに学術
講演会（ハイブリッド開催）．2021，7，10‐11（現地開催），2021，8，2‐31（オンデマンド配信）．
第62回日本心身医学会総会ならびに学術講演会 プログラム，73．

4 坂本麻衣子，田尻 涼，福森則男，富永実加，高守史子，植田美穂，木本晶子，山崎加奈枝，堀
恵子，小田康友：医学科生の留年を予測する自己主導型学習能力の特徴．第53回日本医学教育学会
大会（完全オンライン開催）．2021，7，29（プレカンファレス），7，30‐31（ライブ配信セッショ
ン），2021，8，1（ポストカンファレンス），2021，7，30‐8，31（オンデマンド配信）．医学教
育，52，Suppl.，P124．

5 福森則男，坂本麻衣子，植田美穂，木本晶子，山崎加奈枝，堀 恵子，小田康友：COVID‐19によ
る学習環境の変化は医学科生の自己主導型学習能力どのような影響を及ぼしたのか．第53回日本医
学教育学会大会（完全オンライン開催）．2021，7，29（プレカンファレス），7，30‐31（ライブ
配信セッション），2021，8，1（ポストカンファレンス），2021，7，30‐8，31（オンデマンド
配信）．医学教育，52，Suppl.，P124．

6 坂本麻衣子，小山璃久，中尾 綾，鶴味詢大，山之内純，中田浩智，松下修三，山本政弘，南 留
美，山口武彦：タブレット版HANDスクリーニング検査の開発．第35回日本エイズ学会学術集
会・総会（ハイブリッド形式開催）．2021，11，21‐23（現地開催・ライブ配信），2021，11，21‐12，
24（オンデマンド配信）．日本エイズ学会誌 23（4）：418．

その他の学会
1 坂本麻衣子：MCI とは：働き盛りの中高年への影響．日本の人事部「HRカンファレンス2021－秋

－」（オンライン開催）．2021，11，16‐19，25‐26（LIVE配信）．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 小田 康友 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

筆記試験，実技試験，業務基盤型評価
を合否判定に組み込むための信頼性検
証

260
（297）

教 授 小田 康友 佐賀大学改革推進等補助金 佐賀大学感染
症医療人材養
成事業（代表）

57，162

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

HIV感 染 に 伴 う 認 知 機 能 障 害
（HAND）早期診断の為のスクリー
ニング検査の開発

0
（571）

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

HIV関連神経認知障害（HAND）診
断ツールの標準値構築と動作エラーモ
デルの開発

910

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

ピアサポーター参加型のがん相談支援
ネットワークモデルの開発

39
（30）

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

ノイズ前庭電気刺激の姿勢安定性に関
する多角的研究

65

准教授 福森 則男 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

医学生の自己主導型学習能力と診療参
加型臨床実習中の学習行動および学修
評価との関連

650
（368）

※（ ）は繰越金で外数

研究助成等
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